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【管理者向け】

引用の編集
「RefWorks Citation Manager (RCM) for Word」で引用を挿入する際に、括弧引用(parenthetical citation)に加えて、著
者名を文中に記載して出版年とページを括弧内に表記する、物語引用(narrative citation) 形式にも対応できるよう、引用の
編集が行えるようになりました。

１．「RefWorks Citation Manager (RCM) for Word」のアップデート

  

【引用の編集手順】
1. 引用するレコードを選択すると、文中引用のサンプルが表示されます。

サンプルの横の [編集] を選択します。

2. 引用の編集モードが開きます。
必要に応じて、[著者（年度）の形式で表示] [ページの置換] を選択します。

3.  [引用の挿入] を選択します。

※引用を編集した際の表示例

1
2

3 

フォームに入力したページが、
引用の最後に表示されます

著者（出版年）という表示に変
更することができます。

著者（出版年 ページ）という
表示に変更することができます。

1
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【管理者向け】
１．「RefWorks Citation Manager (RCM) for Word」のアップデート

2

レコード表示画面のアップデート（１/２）

引用、編集アイコン：
右上にアイコンが表示される

ようになりました。ワンクリッ
クでアクセスできます。レファ
レンスの詳細と重なることがな
くなりました。

レコード詳細の省略：
複数の著者がいる場合は、省

略記号付きの短縮ビューで表示
されます。 の上にマウスを
置くと、すべての著者が表示さ
れます。

フォルダ表示：
すべてのレコードを選択する

と、マイフォルダがRefWorks本
体と同じ並び順で表示されるよ
うになりました。

スクロールの手間を減らし一度により多くのレコードを表
示できるようになり、効率的に参考文献リストを作成でき
るようになりました。

フォルダは、RefWorks本体と同様の表示ができるようにな
りました。
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【管理者向け】
１．「RefWorks Citation Manager (RCM) for Word」のアップデート

3

キーワード検索すると、検索結果のレコードにフォルダが
表示されるようになりました。

検索結果にはフォルダが表示：
検索結果にフォルダが表示さ

れるようになったので、引用す
るべき論文が見つけやすくなり
ました。

引用スタイル変更：
レコード表示画面で引用スタイル

の変更が可能です。変更のために左
上のメニュー を開く必要がなく
なりました。

レコード表示画面で引用スタイルを変更できるようになりま
した。

レコード表示画面のアップデート（２/２）
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すべてのレコード、もしくは選択したレコードの添付
ファイルを、一括でエクスポートできるようになりました。

２．インポート/エクスポートのアップデート

4

インポート後の画面 アップデート
インポートプロセス完了画面で、[文献をインポートする]
が表示されるようになりました。

インポートプロセス完了画面で[文献をインポートする]の表示：
インポートが終わった後に、 [レコードをインポート]画面が表示され

るようになりました。一度メニューに戻ることなく、多くのリファレン
スをつづけてインポートできます。

添付ファイルのエクスポート

添付ファイルのエクスポート：
[共有]→[添付ファイルのエクスポート]を選択します。

すべてのレコードか、選択したレコードのどちらかを選び、[エクスポート]
を選択します。RefWorksに登録しているメールアドレスに、添付ファイルが
保存されたZIPファイルにアクセスできるリンク情報が送付されます。
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３．フォルダ共有のアップデート
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公開URLを使用して共有されたRefWorksフォルダで参考文献リストを作成
公開URLを使用して共有されたRefWorksフォルダでもRefWorksが公開しているすべての引用スタイルで参考文献リストを作成で

きるようになりました。

参考文献リストを作成：
公開URLを使用して共有されたRefWorksフォルダでも

引用スタイルを選択いただけるようになりました。

※共有したユーザーの機関独自の引用スタイル、
また共有したユーザーがご自身で作成した引用スタイル
は、公開URLを使用して共有されたRefWorksフォルダで
は表示されません。
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３．フォルダ共有のアップデート

公開URLを使用して共有されたRefWorksフォルダでのリンクリゾルバリンク表示
リンクリゾルバとRefWorksを連携させている機関で共有設定を行うと、公開URLを使用して共有されたRefWorksフォルダでも

リンクリゾルバのリンクが表示されるようになりました。
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４．操作性向上のためのアップデート
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レコードの削除レコード表示に関する設定の保存
ユーザーが設定したレコードの表示形式と、並び替えの方

法は、ユーザーが変更するまで設定が保存されます。
ユーザーはどのページからもゴミ箱へのドラッグ/ドロップ

でレコードを削除できるようになりました。



この資料の著作権は株式会社サンメディアに帰属します。機関内でのみご利用いただき、外部への頒布、提供等はお控えください。

４．操作性向上のためのアップデート
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テーブルビューのヘッダー（先頭行）固定
テーブルビューでレコード表示をする際に、ヘッダー（先頭行）を表示したままスクロールできるようになりました。
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【管理者向け】
５．アナリティクス-引用されている出版物のアップデート
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RefWorks Citation Manager (RCM)で引用された出版物のレポート取得
管理者画面、[アナリティクス] - [引用されている出版物] では、これまでWrite-n-Citeで引用された出版物のみ取得できま

したが、2024年10月9日以降にRefWorks Citation Manager (RCM) for Word と、 RefWorks Citation Manager (RCM) 
for Google Docsで引用された出版物も取得できるようになりました。



この資料の著作権は株式会社サンメディアに帰属します。機関内でのみご利用いただき、外部への頒布、提供等はお控えください。

【管理者向け】

アクセシビリティの向上・修正されたバグ

６．その他のご案内
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・[最後のインポート日] も、キーボードで操作できるようになりました。
・RCMで、脚注の書式をオックスフォードスタイルの引用スタイルに設定できるようになりました。

10

追加された引用スタイル
・引用スタイル「Chicago 18th Edition」が追加されました。

YouTube Channel 更新のお知らせ
・RefWorks YouTube Channelを更新しました。
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